
え
る
若
い
人
た
ち
の
帰
還
が
大
前

提
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
学
校

の
再
開
は
必
須
の
条
件
と
な
る
。

今
春
四
月
に
小
高
区
内
の
小
中

学
校
が
再
開
さ
れ
る
。
通
学
等
の

安
全
の
確
保
、
魅
力
あ
る
教
育
内

容
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
と
な
っ

目
指
す
夢
の
あ
る
取
組
で
す
が
、

て
お
り
、
保
護
者
と
何
度
と
な
く

一
方
で
は
、
原
子
力
科
学
技
術
の

協
議
を
重
ね
て
き
た
。

負
の
遺
産
で
あ
る
原
発
事
故
の
収

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

束
と
い
う
先
の
見
え
な
い
重
い
課

ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
を
意
識
し

題
も
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

た
未
来
志
向
の
「
ふ
る
さ
と
教

そ
の
い
ず
れ
の
持
続
的
な
推
進

育
」
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校

に
も
、
担
い
手
と
な
る
研
究
者
や

が
近
く
に
あ
る
と
い
う
立
地
を
生

分
子
生
物
学
者
の
福
岡
伸
一
さ

な
サ
イ
ズ
だ
っ
た
。
つ
ま
り
彼
は

技
術
者
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

昨
年
の
七
月
十
二
日
、
国
と
市

か
し
、
小
高
産
業
技
術
高
校
と
の

ん
の
『
生
物
と
無
生
物
の
あ
い

見
え
な
い
も
の
を
見
て
い
た
。
」

り
、
人
材
育
成
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

の
合
意
の
も
と
、
帰
還
困
難
区
域

連
携
も
予
定
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

だ
』
と
い
う
著
書
の
中
に
、
野
口

と
評
価
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
県
内
で

を
除
く
南
相
馬
市
の
避
難
指
示
が

教
育
、
英
語
教
育
も
支
援
員
を
常

英
世
に
関
す
る
印
象
的
な
エ
ピ
ソ

何
と
も
気
の
毒
な
話
で
す
が
、
も

は
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
に
理

解
除
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私

駐
さ
せ
、
力
を
入
れ
て
い
く
。
児

ー
ド
が
登
場
し
ま
す
。
極
貧
の
境

と
も
と
科
学
の
世
界
は
「
見
え
な

数
系
教
科
の
学
力
向
上
の
必
要
性

自
身
も
小
高
区
の
住
民
で
あ
り
、

童
生
徒
に
成
功
体
験
を
体
得
さ
せ

遇
か
ら
学
問
で
身
を
興
し
て
世
界

い
も
の
、
未
知
な
る
も
の
」
へ
の

が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う

待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。

た
い
と
の
願
い
か
ら
で
あ
る
。

的
な
細
菌
学
者
と
な
っ
た
英
世

あ
く
な
き
挑
戦
と
試
行
錯
誤
の
上

し
た
基
礎
科
学
や
工
学
分
野
へ
の

避
難
指
示
解
除
と
同
時
に
、
Ｊ
Ｒ

校
地
環
境
も
整
備
し
、
両
校
と

は
、
福
島
県
が
誇
る
立
志
伝
中
の

に
前
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
な
進
路
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

常
磐
線
が
小
高
駅
ま
で
運
行
を
再

も
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
、
グ
ラ
ウ

人
物
で
す
が
、
二
十
世
紀
初
頭
の

最
先
端
で
活
躍
し
た
英
世
の
努
力

て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
工

開
し
た
。
当
日
、
原
ノ
町
駅
か
ら

ン
ド
も
整
備
し
、
小
高
小
に
は
、

ア
メ
リ
カ
で
研
究
者
と
し
て
の
キ

と
功
績
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は

夫
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

小
高
駅
に
向
か
う
と
き
の
胸
の
高

人
工
芝
の
校
庭
も
完
成
し
た
。
さ

ャ
リ
ア
を
積
み
、
狂
犬
病
や
黄
熱

な
い
で
し
ょ
う
。

か
。

鳴
り
、
車
窓
か
ら
見
た
景
色
は
、

ら
に
は
、
避
難
先
か
ら
の
ス
ク
ー

病
な
ど
感
染
症
の
病
原
体
探
究
で

今
、
本
県
で
は
、
浜
通
り
に
ロ

見
え
な
い
も
の
に
挑
ん
だ
英
世

一
生
忘
れ
る
こ
と
な
く
私
の
心
に

ル
バ
ス
を
運
行
す
る
計
画
で
あ

ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も
挙
が
り
ま

ボ
ッ
ト
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
新

が
顕
微
鏡
の
中
で
格
闘
し
て
か
ら

焼
き
付
い
て
い
る
。
一
つ
の

る
。

し
た
。

産
業
を
集
積
し
、
地
域
再
生
の
エ

お
よ
そ
百
年
。
生
命
科
学
は
神
の

「
光
」
が
見
え
た
思
い
だ
っ
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
新
年
度
か

し
か
し
、
没
後
五
十
年
を
経
て

ン
ジ
ン
と
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

領
域
で
あ
る
遺
伝
子
操
作
の
時
代

現
在
、
自
宅
に
戻
ら
れ
て
い
る

ら
、
小
学
校
五
十
八
人
、
中
学
校

行
わ
れ
た
研
究
業
績
の
検
証
に
お

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
が
動
き
出

に
突
入
し
ま
し
た
。
若
き
日
の
彼

方
は
千
二
百
人
ほ
ど
で
あ
る
が
、

六
十
五
人
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

い
て
「
そ
れ
ら
病
原
体
の
多
く
は

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
際
的
な

が
胸
に
抱
い
た
で
あ
ろ
う
学
問
へ

小
高
の
ま
ち
が
再
生
し
、
か
つ
て

が
、
学
校
教
育
が
小
高
区
の
二
つ

ま
だ
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

学
術
研
究
機
関
を
拠
点
に
、
幅
広

の
志
が
、
時
空
を
超
え
て
県
内
の

の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
て
く
れ

目
の
新
た
な
「
光
」
と
な
る
よ

た
ウ
イ
ル
ス
で
、
当
時
の
顕
微
鏡

い
産
学
官
連
携
に
よ
り
経
済
と
雇

子
ど
も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
れ
ば

る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
そ
の
た

う
、
力
を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
で

の
精
度
で
は
発
見
で
き
な
い
微
小

用
を
牽
引
す
る
産
業
群
の
創
出
を

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

め
に
は
、
市
民
、
特
に
復
興
を
支

あ
る
。
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社会につなぎ 未来を切り拓く 相双の教育

子どもたち一人一人が授業の中で「分かった！」「できた！」を実感し、身に付けた知識・技能及び、見
方や考え方を働かせて新たな課題に取り組んでいく、そのような授業が子どもたちに確かな学力を付けます。
相馬市立磯部小学校 武口 友幸 教諭、南相馬市立小高中学校 橋本 浩幸 教諭には、算数・数学コアティ
ーチャーとして本務校及び派遣校での年間を通した授業実践や、授業改善研修会等での研究授業において、
授業力向上や授業改善に向けた様々なヒントを示していただきました。

児童生徒自らが、話合いなどの言語活動を通して、観察、実験の結果を分析し解釈してまとめる。自らが
学習の目標を理解して、授業に臨む児童生徒の姿がここにありました。南相馬市立大甕小学校 菅野 哲朗
教諭、南相馬市立原町第一中学校 堀内 浩明 教諭には、理科コアティーチャーとして理科授業力アップ研
修会において、日々の授業充実に向けたポイントを示していただきました。

ふくしまから はじめよう。未来を拓く理数教育充実事業

【小学校算数】「この考え方の続き、みんな説明できる？」

児童生徒の理解の様子を捉えつつ、学び合いを進めたり、止めたり、

戻したりを柔軟に行います。

「見取り → 判断し → 価値付けて → 広げ・深める」

〇児童の自力解決の時間は、子どもの発想を生かしつつ、教師がその後

の授業展開を構想する作戦タイムでもあります。

【中学校数学】「グラフは『シュッ、シュッ』っていう感じ？」

生徒にとって身近にある出来事でも、数学のステージに乗せて考えさ

せてみると、それを数学的に表現する難しさを感じます。

「これを使ったら説明できそうかな？」

〇生徒が表現したいことに近づくよう、ＩＣＴを活用したり、実物を模

した模型等を準備したりして、タイミングよく提示すると効果的です。

【小学校理科】「フラスコの中に雲をつくってみます。よく見ててね。」

〇児童は、自然界に存在する雲が人工的につくり出されたことに驚きと疑

問を感じます。条件を整えればフラスコの中でも雲ができることに気付

き、自然界の水の循環のしくみと雲の発生の関連性について調べ始めます。

「空にある雲ができた」、「すぐに消えちゃった」、「もう一回見せて！」

【中学校理科】「ここに８種類のほ乳類の頭骨標本があります。」

〇生徒は、自分たちが考えていた動物の食性（食物の種類や食べ方）と

目の前にある頭骨のつくりを関連付けて整理しようとします。科学的

概念を用いて、考えたり説明したりするなどの学習活動が始まります。

「すごい！本物だ」、「目が横向きだ」、「奥歯がギザギザだ」

ここで紹介できなかった授業の内容や使用した教材については、県教育センターＷｅｂサイト

「福島県小中学校理科ペディア」に掲載されます。 http://www.cms-center.gr.fks.ed.jp/?page_id=1378

限りない知性

科学技術の仕事に就きたいと思う子どもを増やし、理工系産業の活性化を図ることは本県の理科教育
の目標でもあります。次年度から４年間で展開する教育施策を推進するための「頑張る学校応援プラン
（案）」には、本県の復興に寄与する人材育成や持続可能な地域づくりを進めるための施策が盛り込まれ
ています。相双教育事務所は、これまでも児童生徒が自分らしい生き方を実現していく過程を支援してき
ました。今年度実施された様々な事業の中から、小・中・高等学校が連携を図りながら取り組んできた事
業を紹介します。
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放射線・防災教育は、地域や関係機関との連携を図った実践を進めることが大切です。今年度、放射線教

育は富岡町立富岡第一小学校・富岡第二小学校、富岡第一中学校・富岡第二中学校に、防災教育は南相馬市

立高平小学校に実践協力校として取り組んでいただきました。

放射線教育推進支援事業及び「生き抜く力」を育む防災教育推進事業

【放射線教育】得られた情報を整理し、科学的な根拠を基にして情報発信をします。

〇放射線教育を進めて行くと、学校内では解決することのできない課題

や疑問が出てきます。児童生徒は、観察、実験を通して放射線の性質

を確かめたり、双葉郡内の放射線量（空間線量）の推移を調べたりす

るためにコミュタン福島を訪問します。教育ディレクターのサポート

や放射線ラボでの体験活動によって課題解決に近づくことができます。

「自分の身を守るためには･･･？」、「富岡町復興のために何ができるの？」

【防災教育】「参加する防災 、学ぶ防災 、考える防災」を実現させます。

〇児童は、学区の地形図やハザードマップを活用し、避難場所や避難経

路を考え、実際に学区内を調査して歩きます。避難訓練では、告知さ

れた津波到達時間を基に自分たちで避難場所と避難経路を話し合い、

速やかに判断し、より安全な場所に避難します。

「津波が発生したらどこに避難する？」、「本当にその避難場所でいいの？」

県内の実践協力校の取組については、「ふくしま放射線・防災教育 実践事例パンフレット」（平成

２９年３月発行予定 福島県教育庁義務教育課）で紹介されます。

活力ある心身

高校生が専門高校での普段の学習内容を基に講話等を行ったり、小・中学生が専門高校を訪れ、実習等を体

験したりすることは、自分自身の将来についての視野を広げるとともに、学習意欲や生活全般の向上にもつ

ながります。今年度は、南相馬市立原町第三小学校・小高中学校の小中が１校ずつ、福島県立小高工業高等

学校・相馬農業高等学校の高等学校２校が事業に取り組み、互いのキャリア形成に向き合いました。

次世代のふくしまを担う人材育成事業

シクラメンの栽培について

説明を受ける小学生
旋盤を用いた機械加工に

ついて指導を受ける中学生

農場でキャベツ収穫体験

をする中学生

光ファイバーを使って

LEDライトを作る小学生

高校生がどんなことを勉強しているかが

わかりました。ぼくたちも高校生になった

ら、あんなに上手に話ができるのかな？

物をつくったり、植物を育てる仕事もい

いなと思いました。自分の進路について

真剣に考えるよい機会になりました。

小・中学生に理解して

もらえるよう、話の仕

方や内容を工夫してみ

ました。自分たちの専

門分野に興味をもって

もらえて、今後の励み

になりました。

夢に向かってチャレンジ



る
姿
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね

リ
レ
ー
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
練
習

当
日
は
、
輝
く
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

る
中
で
少
し
ず
つ
選
手
や
役
員
の

を
積
む
中
で
、
体
の
自
己
管
理
に

ト
を
浴
び
な
が
ら
、
明
る
い
表
情

方
々
と
交
流
を
深
め
、
大
会
の
時

つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
「
福
島
県

で
一
生
懸
命
演
技
す
る
二
人
の
姿

に
は
す
っ
か
り
チ
ー
ム
の
一
員
と

代
表
」
と
し
て
自
覚
を
も
ち
行
動

が
あ
り
ま
し
た
。

な
っ
て
い
ま
し
た
。

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
に

全
国
大
会
は
初
め
て
経
験
す
る

出
場
し
た
生
徒
は
、
普
段
行
っ
て

過
密
日
程
で
し
た
が
、
互
い
の
健

い
る
「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５
」
（
五

闘
を
讃
え
合
い
、
ま
た
、
大
会
ボ

隣
接
し
て
い
る
玉
野
小
・
中
学

メ
ー
ト
ル
先
の
ゴ
ー
ル
を
狙
い
、

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
交
流
を
深

校
は
、
互
い
に
少
人
数
の
た
め
、

デ
ィ
ス
ク
が
十
投
中
何
投
入
る
か

め
な
が
ら
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

学
校
行
事
等
を
小
中
合
同
で
実
施

を
競
い
合
う
種
目
）
に
加
え
、
投

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

き
、
演
じ
れ
ば
い
い
か
中
学
生
と

十
月
末
に
開
催
さ
れ
た
第
十
六

げ
た
デ
ィ
ス
ク
の
飛
距
離
を
競
い

小
・
中
学
校
の
学
習
発
表
会
で
あ

一
緒
に
毎
日
放
課
後
遅
く
ま
で
練

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

合
う
種
目
「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
に

る
「
か
し
わ
祭
」
も
そ
の
一
つ
で

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

「
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」
に
、
本

も
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
周
り
の
強
化

す
。
三
月
末
で
閉
校
す
る
本
校
に

練
習
の
中
で
、
本
気
で
劇
づ
く
り

校
高
等
部
か
ら
三
名
の
生
徒
が
県

選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
良
い

と
っ
て
最
後
と
な
る
か
し
わ
祭
を

に
取
り
組
む
中
学
生
の
姿
に
触
れ

代
表
に
選
ば
れ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

刺
激
を
受
け
な
が
ら
自
己
記
録
を

例
年
以
上
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
な
刺
激
に

ィ
ス
ク
競
技
と
陸
上
競
技
に
出
場

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
か
ら
か

し
ま
し
た
。

陸
上
競
技
に
出
場
し
た
生
徒

メ
イ
ン
と
な
る
の
は
、
「
Ｈ
Ｏ

本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
休
み
時

夏
か
ら
始
ま
っ
た
合
同
練
習
会

は
、
共
に
百
メ
ー
ト
ル
走
、
二
百

Ｐ
Ｅ
！
～
み
ん
な
で
創
る
新
た
な

間
な
ど
に
二
人
で
自
主
練
習
を
す

に
は
、
緊
張
し
て
練
習
に
臨
む
姿

メ
ー
ト
ル
走
、
四×

百
メ
ー
ト
ル

未
来
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
創
作

劇
。
閉
館
に
な
っ
て
し
ま
う
「
か

し
わ
水
族
館
」
と
、
隣
町
に
あ
る

大

型

水

族

館

「

ホ

ー

プ

水

族

館
」
。
か
し
わ
水
族
館
の
伝
統
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
ホ
ー
プ
水
族

館
で
新
し
い
未
来
を
創
ろ
う
と
す

る
生
き
物
た
ち
の
劇
は
、
も
う
す

ぐ
閉
校
に
な
る
学
校
や
子
ど
も
た

ち
の
姿
と
重
な
る
も
の
で
し
た
。

本
校
児
童
二
名
は
、
劇
中
で

「
く
ら
げ
の
兄
弟
」
を
演
じ
ま
し

た
。
台
詞
を
覚
え
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
舞
台
上
で
ど
の
よ
う
に
動
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相
双
の
復
興
・
創
生
を

目
指
し
て

『
最
後
の
「
か
し
わ
祭
」
』

相
馬
市
立
玉
野
小
学
校

教
諭

安
齋

晴
美

｢玉野小・中学生による創作劇｣

『
全
国
大
会
出
場
の
経
験

を
通
し
て
』

福
島
県
立
相
馬
養
護
学
校

教
諭

紺
野

美
和
子

◇
編
集
後
記
◇

県
教
育
委
員
会
は
、
県
総
合
教

育
計
画
の
後
半
四
年
間
の
取
組
を

加
速
さ
せ
る
べ
く
、
骨
太
の
教
育

施
策
「
頑
張
る
学
校
応
援
プ
ラ
ン

の
た
た
き
台
（
案
）
」
を
示
し
ま
し

た
。
そ
の
五
つ
の
主
要
施
策
の
一
つ

が
「
ふ
く
し
ま
の
未
来
に
向
け
た
創

造
的
復
興
教
育
」
で
す
。
こ
れ
は
、

こ
こ
相
双
地
区
を
舞
台
と
し
た
復

興
戦
略
で
す
。
復
興
・
創
生
期
間

の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
三
十
二

年
に
向
け
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
。
「
見
せ
ま
し
ょ

う
。
チ
ー
ム
相
双
の
底
力
を
！
」

｢希望郷いわて大会 陸上競技｣

『
ふ
く
し
ま
を
十
七
字
で
奏
で
よ
う

絆
ふ
れ
あ
い
支
援
事
業
』

絆

部

門

佳
作

ぼ
く
が
ね
ぇ

に
っ
こ
り
わ
ら
う
と

は
っ
か
け
だ

駒
ケ
嶺
小

一

年

千

葉

陽

人

歯
っ
欠
け
も

か
わ
い
い
笑
顔
に

欠
け
は
な
し

父

千

葉

正

俊

絆

部

門

佳
作

卓
球
の

最
後
の
希
望(

の
ぞ
み)

を

つ
な
ぐ
夏

中
村
一
中

三

年

佐

藤

夏

美

白
球
を

打
つ
音(

ね)

は
冴(

さ)

え
て

つ
づ
く
夏

母

佐

藤

洋

子

復
興
部
門

佳
作

仮
設
で
も

住
め
ば
み
や
こ
と

母
が
言
う

福

田

小

五

年

堀

江

武

琉

寄
り
そ
っ
て

四
人
で
過
ご
し
た

五
年
間

母

堀

江

倫

子

復
興
部
門

佳
作

の
り
こ
え
る

い
ろ
ん
な
こ
ん
な
ん

家
ぞ
く
の
わ

新

地

小

二

年

森

歌

恋

今
気
付
く

普
通
の
暮
ら
し
が

幸
せ
と

祖

母

森

典

子


